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岩 本 俊 孝 (宮崎大 ･教育)
禾本科の糞を主食とするゲラダヒヒは,その餌
や紙維素をどの程度消化しているのかを知ること
が,この実験の目的であった｡一頭の成体雌(9.4
k9)を対象とした実験を1981年7月26日～8月11
日の間に,霊長研の飼育舎内で行なった｡しかし,
当初の計画であった野外から刈ってきた禾本科の
葉への餌付けは,不成功に終った｡そのため,実
験期間の途中より,餌を平常の飼育時に与えてい
るMP(モンキーペレット)とキャベツに変えた｡
そして,その際の各栄養分の消化率を測定するこ
とによって,イネ科植物の糞の消化率を推定する
という手続きをとった｡消化率を算定するための
栄養分析では,初期の禾本科植物給餌の彫畔が全
くなくなった8月5日～8月10日までの6日分の
試料 (餌 ･糞)を使用した.毎日の摂食乾-fE故は
キャベツ159,MPll09であり日変動はほとん
どなかったが,脱糞員は 19-309/日と大きく
ふれた(平均149)｡この6日分の試料から推定し
た消化率は,乾壷88%,カロリー 91%,頚白質91
%.脂質88%,縫維素54%,可溶性糖質94%,灰
分27%という高い値であった｡野生の食性を考え
るとこの綴維素の高い消化率は興味ある結兄であ
るが,ゲラダヒヒの消化管の形状からすると,多
少問題を含んでいる｡この種は,発酵用に特殊化
した校数胃をもつわけではないし,盲腸 ･結腸も
他のPapio屈の種と比べてそれ程特殊化している
わけではない (OsmanHil,1970)｡それ放,こ
の結果の解釈としては,Papio屈もゲラダヒヒ同
様ある程度繊維素を盲腸 ･結腸あたりで消化でき
るか,ゲラダヒヒのみが特殊な発酵微生物をその
部分に重なっているかのいずれかとなろうが.結
論を下すには,完全に禾本科食に慣らした状態で
の消化率の実験がどうしても必要のようである｡
なお,禾本科の葉の栄養組成 (セミエンの9月の
試料)をもとにして計算した禾本科の桑の乾蛮消
化率は79%と高い値となった｡
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